
受診者の方へ 
① 医療機関によっては腎臓専門医の外来担当日が限られていますので、受診前に
医療機関へ連絡・予約をお願いいたします。 

② かかりつけ医からの紹介状がない場合、診療費の他に別途自己負担がかかる、も
しくは受診できない場合があります。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
R6年 2月現在 日本腎臓学会認定の腎臓専門医が常勤している医療機関のうち、CKD予防連携
システム二次医療機関名簿登載について承諾のあった医療機関。 
※掲載されている内容は、発行後に内容等が変更になっている場合があります。 

医療機関名（診療科） 住所 電話番号 
門司掖済会病院（腎臓内科） 門司区清滝１-3-1 321-0984 

門司メディカルセンター 門司区東港町 3-1 331-3461 

きしもとクリニック 門司区大字吉志 407 483-1600 

小倉記念病院（腎臓内科） 小倉北区浅野 3-2-1 511-2000 

小倉第一病院 小倉北区下到津 1-12-14 582-7730 

たまき腎クリニック 小倉北区片野 2-21-11 922-6700 

前田病院 小倉北区片野新町 1-11-7 921-3968 

まつもとクリニック 小倉北区上富野 4-12-44 521-8504 

新栄会病院 小倉北区弁天町 12-11 571-0086 

新北九州腎臓クリニック 小倉南区曽根北町 4-11 474-7200 

北九州腎臓クリニック 小倉南区田原新町 2-3-8 475-4939 

東和病院（腎臓内科） 小倉南区守恒本町 1-3-1 962-1008 

芳野病院(専門外来 腎臓) 若松区本町 2-15-6 751-2606 

田村内科クリニック 若松区塩屋 1-26-41 742-1717 

北九州市立八幡病院（内科） 八幡東区尾倉 2-6-2 662-6565 

済生会八幡総合病院（腎臓内科） 八幡東区春の町 5-9-27 662-5211 

製鉄記念八幡病院（腎臓内科） 八幡東区春の町 1-1-1 672-3176 

益田内科クリニック 八幡東区平野３-１-2 681-0806 

産業医科大学病院（腎臓内科） 八幡西区医生ヶ丘 1-1 603-1611 

地域医療機能推進機構九州病院 八幡西区岸の浦 1-8-1 641-5111 

医生ケ丘クリニック 八幡西区力丸町 11-22 601-5555 

折尾クリニック 八幡西区折尾 4-9-9 601-4321 

新王子病院（腎臓内科） 八幡西区鉄王 2-20-1 641-1239 

いわさき小児科内科医院 八幡西区浅川学園台 4-1-7 692-1007 

今村クリニック 八幡西区金剛 2-2-1 618-3377 

佐々木病院 八幡西区吉祥寺 9-36 617-0770 

 北九州市 CKD 予防連携システム 

二二次次医医療療機機関関（（腎腎臓臓専専門門医医））  名名簿簿  



参考１ CKDの重症度分類（かかりつけ医から腎臓専門医・専門医療機関紹介基準） 
  

上記以外に、3 カ月以内に 30％以上の腎機能の悪化を認める場合は腎臓専門医へ速やかに紹介。 

上記基準ならびに地域の状況等を考慮し、かかりつけ医が紹介を判断し、かかりつけ医と腎臓専門医・専門医療機関で逆紹介や併診等の

受診形態を検討する。                              【CKD 診療ガイドライン 2023 日本腎臓学会編 より】  

 

参考２ 区役所保健福祉課で行われている食生活に関する相談事業日程（要予約） 
管理栄養士・栄養士による個別相談事業です。一人３０分～1時間程度となります。 

 会場 
令和 6年度 開催日（時間はいずれも１０時～１５時） 

問い合わせ先 

（直通） 食生活相談 
おおむね６4歳以下 

元気で長生き食卓相談 
おおむね６５歳以上 

門司区役所保健福祉課 第３火曜日 第３火曜日 331-1888 

小倉北区役所保健福祉課 第１金曜日 第１月曜日 582-3440 

小倉南区役所保健福祉課 第１火曜日 第３水曜日 951-4125 

若松区役所保健福祉課 第１水曜日 第２木曜日 761-5327 

八幡東区役所保健福祉課 第１木曜日 第３火曜日 671-6881 

八幡西区役所保健福祉課 第１金曜日 第 3水曜日 642-1444 

戸畑区役所保健福祉課 第１木曜日 第１木曜日 871-2331 

注意１：相談日の３日前まで（閉庁日を除く）にお申し込みください。日程は都合により変更・中止
になる場合がありますので、必ずご確認ください。 

注意２：病院等で管理栄養士による栄養指導を受けている方は病院での指示に従ってください。 
注意３：通院中で管理栄養士の栄養指導を受ける機会のない方は、かかりつけ医に区役所にて栄養指

導を受けることを伝えた上で、可能な限り医師による指示量等をご持参ください。 
注意４：最近の健診や検査の結果、お薬手帳、糖尿病連携手帳等がある場合はご持参ください。 

原疾患 尿蛋白区分 A1 A2 A3 

糖尿病 尿アルブミン定量(mg/日) 
尿アルブミン/Cr比(mg/ｇCr) 

正常 微量ｱﾙﾌﾞﾐﾝ尿 顕性ｱﾙﾌﾞﾐﾝ尿 

30未満 30～299 300以上 

高血圧性腎硬化症 
腎炎 
多発性嚢胞腎 
その他 

尿蛋白定量（ｇ/日） 
尿蛋白/Cr比（ｇ/ｇCr）  

正常 
（－） 

軽度蛋白尿 
（±） 

高度蛋白尿 
（+～） 

0.15未満 0.15～0.49 0.50以上 

GFR区分
（ml/分

/1.73㎡） 

G1 正常 
または高値 ≧90  血尿+なら紹介、蛋白尿のみ

なら生活指導・診療継続 紹介 

G2 正常または 
軽度低下 60～89  血尿+なら紹介、蛋白尿のみ

なら生活指導・診療継続 紹介 

G3a 軽度～ 
中等度低下 45～59 40歳未満は紹介、40歳以

上は生活指導・診療継続 紹介 紹介 

G3b 中等度～ 
高度低下 30～44 紹介 紹介 紹介 

G4 高度低下 15～29 紹介 紹介 紹介 

G5 末期腎不全 ＜15 紹介 紹介 紹介 


